
第二部 環境問題の現状及び環境の保全に関する施策　17

1 瀬戸内海の環境の現状
瀬戸内海の環境の状況は，高度成長期以降，汚濁物質の

総量規制，指定物質の削減指導などの水質保全対策や下水

道等の整備により，一時期の危機的状況は脱することがで

きたものの，近年，水質の改善は必ずしも十分でなく，依

然として赤潮の発生が見られます。また，沿岸部における

埋立て等の開発により，藻場・干潟，自然海岸などの貴重

な自然環境が減少しつつあるなど課題が山積しています。

2 瀬戸内海の環境保全・創造のための主な取組
平成13年3月に策定した「広島県瀬戸内海環境保全・創

造プラン」及び平成14年7月に変更した瀬戸内海環境保全

特別措置法に基づく「瀬戸内海の環境の保全に関する広島

県計画」に基づき，貴重な自然環境の保全や環境修復・創

造事業に取り組むとともに，これらの推進に不可欠な住民

参加や調査研究などに関する先導的･モデル的取組を推進

し，関係施策の計画的・総合的な展開を図ります。
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第３節 瀬戸内海の環境保全・創造

瀬戸内海の環境保全・創造のためには，瀬戸内海が，我が国のみならず世界においても比類

のない美しさを誇る景勝地として，また，国民にとって貴重な漁業資源の宝庫として，その恵

沢を国民がひとしく享受し，後代の国民に継承すべきものであるとの認識のもとに，県民・事

業者・行政が一体となって，環境保全・創造に関する取組を推進する必要があります。

瀬戸内海環境保全・創造施策の展開�

水環境・自然環境等の保全�

環境修復・創造事業の推進�

環境学習・環境教育，�
住民参加の促進�

技術開発，モニタリング�
調査の推進�

広域連携の推進�

・第5次水質総量規制など法令に基づく規制・管理�
・下水道等生活排水処理施設の整備促進　等�

・藻場，干潟，人工海浜等の整備　等�

・各種環境学習等の実施�

・瀬戸内海環境保全知事・市長会議などへの参画�

●せとうち海援隊支援事業�
　s住民参加促進の先導的役割�

・水質調査，各種研究等の実施　等�

●海洋生物等モニタリング調査�
　s解明されていない生態系等の環境変化を把握�

● 主な具体的取組み ●�
（●：平成14年度新規事業）�

施策の進行管理・調整（事業・予算等）�

● 取組むべき施策 ●�
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